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はじめに
甲殻綱等脚目に属している陸生のオカダンゴムシ
Armadillidium vulgareは、いろいろな研究材料とし
て、また生物教材として利用されてきた。
Charniaux-Cotton（1954）が、端脚目のオオハマト
ビムシを用いてその雄の二次性徴が造雄腺という、
雄に特有の器官によって支配されることを明らかに
した。オカダンゴムシの雄性生殖器官系についても、
造雄腺についての研究（Katakura, 1961;Suzuki,
1995;泉ほか，2010）や、電子顕微鏡を用いた精子
や精包の形態の観察（Itaya,1979）等が報告されてい
る。
しかし、それらの論文の中で、雄性生殖器官系の
各器官の名称や機能について、異なった見解が示さ
れている。Katakura（1961）は解剖学的観察により、
雄の内部生殖器は管状の 3組の精巣、1組の貯精囊、
1組の陰茎へつながっている輸精管からなる、とあ
り、さらに、造雄腺について、各精巣の頭端は造雄
腺に向けてだんだんと先細りになる、と記述してい
る。Itaya（1979）は、オカダンゴムシの雄性生殖器
官系は、精巣、輸精管の前部・後部の小胞および射
精管に分けられる、と述べ、造雄腺の記述はなかっ
た。Suzuki（1995）では 3齢から 8齢個体までの生殖
器管系の解剖学的観察により、精巣、造雄腺、貯精
囊、輸精管を区別している。泉ほか（2010）は、免
疫組織学染色により、9齢オカダンゴムシ成虫の生
殖器官系について、精巣、貯精囊、輸精管、造雄腺
を区別している。
各器官の名称や機能については、そのほとんどに
おいて解剖学的観察が中心で、一部を除いて組織学
的な観察を行って生殖器官系の名称や機能を決定し
ている論文が見られなかった。造雄腺の存在が明ら
かになった後もオカダンゴムシの雄性生殖器官系全
体について名称や機能の十分な再検討はなされてい
ない。
そこで今回、オカダンゴムシ雄の生殖器官系の解
剖学的、組織学的観察からそれらの名称と機能につ
いて再検討を行った。
材料と方法
観察用個体
観察で使用したオカダンゴムシArmadillidium
 
vulgare雄は、すべて群馬大学荒牧キャンパス構内で
採集し、採集した日に解剖を行った。個体は体長
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 9mm以上で、雄の二次性徴である第一腹肢内肢の伸
長が確認できるものを選んだ。採集は年間を通して
行った。
方法
１．生殖器官系の解剖学的観察
採集した個体はエタノールにつけて解剖可能な状
態にした。その後、双眼実体顕微鏡下で、乾燥を防
ぐためにグリセリン中で解剖を行った。背甲を取り
外し、生殖器官系を取り出して光学・位相差顕微鏡
下で外形と内容物の解剖学的観察を行った。精巣先
端部の観察の際、酢酸カーミンによる染色を行った。
２．生殖器官系の組織学的観察
取り出した生殖器官系はブアン氏液で固定後、パ
ラフィン包埋、10μmで切片を作成し、ヘマトキシリ
ンとエオシンで二重染色し、組織学的観察を行った。
結 果
１．解剖学的観察
ａ．外形の観察
オカダンゴムシの生殖器官系の名称については、
とりあえず日本動物学会（1990）を参考にし、図 1に
示すようにそれぞれ精巣、貯精囊、輸精管として観
察を行った。
生殖器官系は、精巣：3本の細長い管、貯精囊：そ
れらがつながった囊、輸精管：生殖口とつながる管、
からなっていることが観察された。貯精囊の後端か
ら輸精管にかけて、外側は黒くて薄い膜に覆われて
いた（図 1）。
ｂ．内容物の観察
外形の観察で得られた雄性生殖器官から、内容物
を取り出し観察した。内容物を取り出す際、針を用
いて器官壁を裂いたが、精巣の部分に比べて、貯精
囊、輸精管の部分では弾力があり、少し固かった。
9月に採集した個体では、精巣の内部は酢酸カー
ミンでよく染色される細胞で満たされていて（図
2）、輸精管、貯精囊は、長さ約 400μmの糸状の構造
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図１ オカダンゴムシ雄の生殖器官系（右）と
解剖図（左)
器官の名称は日本動物学会（1990）によった
a:精巣，b:貯精囊，c:輸精管
図２ 酢酸カーミンで染色した精巣の先端部
図３ 精巣の内容物
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図４ 11月に採集した個体の精巣縦断面
矢印の部分には伸長した核が見られる
図５ 図 4の矢印の部分にみられる伸長した核
図６ 9月採集個体の精巣
図７ 11月に採集した
個体の精巣
図８ 2月採集個体の精巣先端部
図９ 図 8と同一個体の精巣。
より中央寄りの部分
図10 図 8と同一個体の精巣。
中央部 図11 図 8と同一個体の精巣。
貯精囊に近い部分
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物で満たされていることが確認された。12月に採集
した個体からは、精巣、輸精管、貯精囊のすべてか
ら、9月に採集した個体と同様の多くの糸状の構造
物が得られた（図 3）。また、精巣の先端部からは糸
状の構造物ではなく、図 2と同様の細胞が多く見ら
れた。
糸状の構造物は先端が先細りになっていて、側面
には細い筋が入っていることが確認された。
２．組織学的観察
ａ．精巣
2月、3月、6月、9月～12月に採集した個体では、
先端部にヘマトキシリン好性の核の集まりが存在
し、それらが途中から伸長している様子が見られた
(図 4，5）。先端部以外では長軸方向と並行に並ぶ細
長い構造物が見られた。9月と 11月に採集した個体
では、先端部に見られたヘマトキシリンで染色され
た伸長した核を含む細胞集団が内腔を満たしている
様子が見られた（図 6，7）。横断面の切片では、生殖
口側に向かうにつれて全体的に染色されている構造
物が細くなる様子が見られ、精巣内部では外側が内
側よりも濃く染色されている像が見られた（図 8～
11）。
ｂ．貯精囊
いずれの季節でも全体を精巣の末端部で見られた
ような細長い糸状の構造物が満たしている様子が見
られた（図 12）。貯精囊の壁には大きな表皮細胞が見
られ、特に輸精管へつながっている付近では壁が厚
くなっていることが確認できた（図 13）。横断面の切
片でも同様の構造が観察できた（図 14，15）。
ｃ．輸精管
縦断面の切片では、どの季節でも貯精囊の内部と
同様に細長い糸状の構造物が見られた（図 16）。輸精
管壁には貯精囊の壁と類似した表皮細胞が見られた
(図 17）。長軸方向に垂直な切片でも貯精囊の内部と
同様に糸状の構造物が詰まっている様子が見られ、
輸精管は生殖口に近くなるにつれて細くなり、輸精
管壁の細胞が大きくなる様子が観察された（図 18，
19）。
考 察
１．精巣について
先端部のヘマトキシリンで染色された核を含む細
胞集団は細胞分裂をしている様子は観察できず、未
分化な細胞であると思われ、精原細胞の可能性があ
る。その下部では時期により変態中の精子が認めら
れた。
Katakura（1961）では、3本の精巣の先端部に先細
りになる形で造雄腺がついているという記述から、
先端部は造雄腺である可能性も残る。
精巣内部の解剖学的観察により観察された糸状の
構造物は、Itaya（1979）によって電子顕微鏡で観察
された精包との比較や、貯精囊、輸精管にも同様の
構造物が存在したことから、精包であると考えられ
た。造雄腺とされた先端部が名前の通り造雄腺ホル
モンの分泌のみを行っているかはわからず、精子形
成に関与している可能性も考えられた。
これらの観察結果から、この部分は先端部も含め
て精巣であると考えられた。
２．貯精囊について
一年を通して内部には精包が存在していた。貯精
囊壁は厚く、形態的には、管状である輸精管と比べ、
丸みを帯びた囊状になっており、形成した精子を精
包にいれ貯蔵しておくために変化した輸精管、すな
わち貯精囊であると考えられた。
３．輸精管について
生殖口とつながっているこの部分は、貯精囊と内
容物や組織に大きな違いは見られないが、形態的に
は貯精囊が囊状であるのに対して輸精管は生殖口に
向けて細くなっていく管になっていて、生殖口付近
では管壁の細胞が発達している。これらの特徴から、
輸精管と判断され、生殖口付近は射精管として機能
する可能性もある。
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図19 図 18と同一個体の
輸精管の横断面。
生殖口に近い部分
図18 9月個体の輸精管
の横断面。貯精囊
に近い部分
図17 輸精管壁の拡大写真
図16 2月採集個体の輸精管の縦断面
図15 図 14と同一個体の貯精囊
中央部の横断面
図14 9月採集個体の貯精囊の横断
面。切片左上は精巣の横断面
図13 貯精囊壁の拡大写真図12 2月採集個体の貯精囊の縦断面
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４．雄性生殖器官系
今回の観察では、精子形成の様子や生殖器官系の
季節的変化などは十分観察することはできなかった
が、精巣の先端部には未分化な細胞が存在すること
や、季節によって形成途中の精子が見られることか
ら、精巣であることは確認できた。
貯精囊、輸精管に関しては、一年中精包が存在し
ている事と、それぞれの形態から機能と名称を判断
したが、貯精囊にはどれくらいの期間精包を貯めて
おくことができるのかや、輸精管の生殖口近くは射
精管として働くのか、等についての確認はできな
かった。
しかし、今回の観察から、日本動物学会（1990）
のオカダンゴムシの雄性生殖器官系の記述のよう
に、精巣、貯精囊、輸精管という名称は概ね妥当で
あると考えられた。
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